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三
つ
の
島
に
囲
ま
れ
た
内

海
の
奥
、
山
が
海
に
迫
る
沼

隈
半
島
南
西
部
に
、
巨
大
な

ク
レ
ー
ン
群
が
連
な
る
。
常

石
造
船
の
常
石
工
場
だ
。

　

１
９
１
７
年
、
海
運
業
を

営
ん
で
い
た
神
原
勝
太
郎
氏

が
こ
の
地
に
造
船
所
を
開
い

た
。
当
初
は
木
造
船
を
造
っ

て
い
た
が
、
58
年
に
最
初
の

鋼
船
を
建
造
し
、
事
業
を
拡

大
さ
せ
た
。
94
年
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
２
０
０
３
年
に
は
中

国
に
工
場
を
建
設
。
今
、
為

替
リ
ス
ク
を
避
け
、
人
材
を

確
保
し
や
す
い
海
外
に
生
産

の
軸
足
を
移
し
て
い
る
。

　

１
月
に
就
任
し
た
河
野
社

長
も
海
外
事
業
部
出
身
。
元

は
船
の
設
計
畑
を
歩
ん
で
い

た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
99
年

か
ら
９
年
余
り
赴
任
し
、「
工

場
を
つ
く
る
面
白
さ
に
は

ま
っ
た
。
人
材
の
活
用
の
仕

方
を
始
め
、
社
長
業
の
基
礎

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
学
ん
だ
」。

　

中
国
や
韓
国
が
設
備
を

増
強
し
、
今
や
世
界
の
生
産

設
備
は
需
要
を
は
る
か
に

超
え
る
。
船
体
価
格
は
低
迷

し
、
造
船
業
界
は
体
力
勝
負

の
様
相
だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
円
安
に
転
じ
た
が
、「
円

安
が
続
く
保
証
は
な
い
。
海

外
生
産
は
拡
大
は
あ
っ
て

も
、縮
小
は
な
い
」
と
断
言
。

一
方
で
「
常
石
工
場
の
技
術

が
な
け
れ
ば
競
争
力
の
あ

る
船
は
造
れ
な
い
。
こ
こ
は

海
外
の
技
術
者
を
招
い
て

育
て
る
マ
ザ
ー
工
場
。
撤
退

す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」

と
語
る
。

　

た
だ
、
地
元
の
過
疎
化
が

進
め
ば
従
業
員
の
確
保
に
困

り
、
技
術
の
継
承
も
難
し
く

な
る
。「
過
疎
化
が
進
ま
な

い
よ
う
、
地
域
を
支
え
て
い

く
の
も
我
々
の
務
め
で
す
」
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「英語は独学で学んだ」という河野健二社長。本社玄関先には造船会社らしく、スクリューの模型が展示されていた＝福山市沼隈町常石

河か
わ

野の

　健け
ん

二じ

さ
ん
（
60
歳
）

常
石
造
船
社
長

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
大
分
県
竹
田
市
生
ま
れ
。
九
州
大
学
工
学
部
造

船
学
科
（
当
時
）
卒
。
１
９
７
７
年
に
入
社
。
98
年
に
海
外
事

業
部
長
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
現
地
法
人
社
長
な
ど
を
経
て
、
２
０
０
８

年
に
ツ
ネ
イ
シ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
。
中
国
の
現
地
法
人

取
締
役
な
ど
を
経
て
、
今
年
１
月
に
社
長
就
任
。

　98
年
前
、
福
山
の
沼
隈
半
島
で
生
ま
れ

た
常
石
造
船
は
、
今
や
国
内
有
数
の
建
造

量
を
誇
る
地
域
経
済
の
大
黒
柱
だ
。
常
石

工
場
（
福
山
市
沼
隈
町
常
石
）
の
技
術
力

と
海
外
工
場
の
コ
ス
ト
競
争
力
の
融
合
が
同

社
の
強
み
。
東
南
ア
ジ
ア
で
次
な
る
拠
点
づ

く
り
を
模
索
す
る
。

Vol.17

福山市沼隈町常石 1083
1917 年（2007 年にグループ会社が   
統合し、ツネイシホールディングス設立。
１１年にホールディングスから分社化）
2159 億円（海外現地法人含む）
721人
　　　　 55 社、約千人〈常石工場の協力会社〉

〈本　　社〉
〈創　　業〉

〈売 上 高〉
〈社 員 数〉

《会社概要》

創
業
の
地 

常
石
は
マ
ザ
ー
工
場

技
術
者
を
育
む
場

生
産
の
軸
足
は
海
外
に
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　―
―
昨
年
末
、
子
会
社

の
多
度
津
造
船
（
香
川
県

多
度
津
町
）
を
今
治
造
船

（
愛
媛
県
今
治
市
）
に
譲
渡

し
ま
し
た
。
円
安
で
も
海

外
シ
フ
ト
を
加
速
さ
せ
る

理
由
は
。

　
「
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
円
安

で
す
よ
」
と
神
様
が
保
証

し
て
く
れ
る
の
な
ら
、
ま

た
国
内
で
造
ろ
う
と
な
り

ま
す
が
、
為
替
リ
ス
ク
を

避
け
る
に
は
海
外
生
産
が

一
番
。
そ
れ
に
コ
ス
ト
競

争
を
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、

人
件
費
の
高
い
日
本
で
は

で
き
ま
せ
ん
。

　―
―
業
界
再
編
は
。

　

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
一

緒
に
海
外
で
工
場
を
や
り

ま
し
ょ
う
と
言
う
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
考
え
ま
す
。
国

内
の
同
業
他
社
と
共
同
研

究
に
は
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

日
本
が
世
界
一
の
造
船

ン
大
（
米
国
）
と
ロ
ボ
ッ

ト
研
究
で
提
携
さ
れ
ま
し

た
ね
。

　

現
場
で
働
く
人
を
確
保

す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
東
京
五
輪

で
建
設
業
界
が
忙
し
い
の

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
造
船

業
界
は
き
つ
い
、
汚
い
、

危
険
の
３
Ｋ
産
業
の
一
つ

で
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
少

子
化
で
減
っ
た
若
者
が
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
と
か

に
流
れ
て
し
ま
う
。

　

将
来
の
人
手
不
足
を
、

３
次
元
的
な
動
き
を
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
す
る
こ

と
で
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
た

ら
と
、
提
携
し
ま
し
た
。

　―
―
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
で

な
く
、
備
後
の
若
者
の
力

も
重
要
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。
福
山
の
工

場
を
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て

残
す
に
は
、
地
元
の
若
者

に
就
職
し
て
も
ら
わ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
我
が

社
は
地
域
に
支
え
ら
れ
て

存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
に
魅
力
を
感
じ
、
多

く
の
若
者
に
残
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
と

し
て
地
域
貢
献
活
動
に
は

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　―
―
好
き
な
本
を
教
え

て
下
さ
い
。

　

推
理
小
説
は
読
み
ま
す

ね
。
特
に
西
村
京
太
郎
さ

ん
の
十
津
川
警
部
シ
リ
ー

ズ
。
次
は
ど
う
い
う
展
開

に
な
る
の
だ
ろ
う
と
、
一

気
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

国
が
設
備
を
増
や
し
た
こ

と
に
よ
る
供
給
過
多
で
す
。

　

今
は
２
０
１
７
年
度
半

ば
ぐ
ら
い
ま
で
の
受
注
は

得
て
い
ま
す
。
今
の
設
備

を
前
提
と
す
れ
ば
、
日
本

で
10
隻
、
中
国
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
25
隻
ず
つ
の
建
造

が
目
標
で
す
。

　

中
国
と
韓
国
も
、
我
が

社
と
同
じ
サ
イ
ズ
の
船
を

造
っ
て
い
る
の
で
、
不
況

に
な
る
と
仕
事
が
い
っ
ぺ

ん
に
な
く
な
る
。
そ
う
い

う
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
小
型
船
も

造
れ
な
い
か
と
検
討
中
で

す
。
結
論
は
ま
だ
先
の
話

で
す
。

　

タ
ン
カ
ー
や
自
動
車
船

と
い
っ
た
船
も
、
ま
た
造
っ

て
み
た
い
で
す
ね
。

　―
―
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ

国
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
各
社

が
独
自
開
発
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
韓
国
や
中
国
に

追
い
抜
か
れ
た
今
、
価
格

競
争
で
は
勝
て
な
い
。
な

ら
ば
、
燃
費
性
能
や
エ
コ

シ
ッ
プ
と
い
う
価
値
で
勝

負
し
て
い
く
し
か
な
い
。

そ
れ
に
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
取
り
組
む
の
が
一
番

で
す
。

　―
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
進

出
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

進
出
先
で
災
害
な
ど
が

あ
っ
た
と
き
の
リ
ス
ク
を

避
け
る
た
め
に
、
拠
点
を

分
散
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
最
有
力

と
み
て
、
い
ま
現
地
の
信

頼
で
き
る
人
た
ち
と
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　―
―
今
の
市
場
環
境
と

今
後
の
建
造
予
定
は
。

　

昨
年
か
ら
厳
し
い
状
況

で
す
。
問
題
は
中
国
・
韓

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
で

米
国
の
大
学
と
提
携

中
・
韓
と
競
争
激
化

燃
費
や
エ
コ
で
勝
負

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軸
に

新
工
場
を
検
討

竣工200隻を達成したカムサマックスバルカーは、独自開発したばら積み貨物船＝常石造船提供

穏やかな内海に面した常石工場。山がちで、周囲に目立った
産業のない沼隈半島で大きな存在感を放つ＝常石造船提供

「看板商品」となったカムサマックスバルカーについて説明する河野健二社長。
輸送効率の良さが海外の船主に評価されたという＝福山市沼隈町常石

広大な敷地を持つフィリピン・セブ島の工場。河野社長が
赴任中、事業規模を拡大させたという＝常石造船提供
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員
が
、
ラ
イ
ン
を
流
れ
る

車
体
に
エ
ン
ジ
ン
や
シ
ー

ト
な
ど
の
部
品
を
次
々
と

組
み
付
け
て
い
く
。

　

ラ
イ
ン
の
横
の
所
々
に

ぶ
ら
下
が
る
の
は
、
場
違

い
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
こ

れ
も
「
同
期
台
車
」
と
い

う
名
の
か
ら
く
り
だ
。

　

組
み
付
け
に
必
要
な
道

具
や
部
品
は
ラ
イ
ン
横
の

棚
に
あ
る
。
だ
が
車
体
が

流
れ
る
に
つ
れ
て
棚
と
の

距
離
は
広
が
り
、
作
業
員

　糸
や
歯
車
で
力
を
伝
え

て
動
く
、
日
本
の
伝
統
的

な
機
械
仕
掛
け
装
置
﹁
か

ら
く
り
﹂。
マ
ツ
ダ
の
生
産

現
場
で
は
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
﹁
か
ら
く
り
﹂
が
最

新
の
車
づ
く
り
を
支
え
て

い
る
。

　

全
長
１
２
４
０
㍍
の
コ

ン
ベ
ヤ
ー
を
、
車
体
が
次
々

と
流
れ
て
い
く
マ
ツ
ダ
本

社
工
場
（
広
島
市
）
の
車

両
組
み
立
て
工
程
。
作
業

か
ら
く
り
だ
。

　

切
削
液
は
使
う
う
ち
に

油
や
切
粉
が
混
ざ
り
性
能

が
劣
化
す
る
。
分
分
丸
は
、

そ
の
油
や
鉄
粉
を
取
り
除

く
。
加
工
機
械
の
回
転
す

る
部
分
に
ベ
ル
ト
を
巻
き

付
け
、
そ
こ
か
ら
歯
車
な

ど
で
つ
な
い
で
動
力
源
に

し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
重
い
荷
物

を
上
に
置
く
だ
け
で
そ
の

重
み
で
１
８
０
度
回
転
す

る
「
ま
が
っ
タ
ー
ン
」
や
、

プ
レ
ス
加
工
し
た
鉄
板
を

ブ
ラ
ン
コ
の
要
領
で
上
下

ひ
っ
く
り
返
し
て
工
程
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献

す
る
「
反
転
く
ん
」
な
ど
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

年
に
一
度
、
社
内
で
ア
イ

デ
ア
を
競
う
大
会
も
開
か

れ
て
い
る
。

　
「
自
分
の
職
場
を
自
ら
の

手
と
頭
で
働
き
や
す
く
す

る
こ
と
で
、
人
を
育
て
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
」
と

本
社
工
場
ア
シ
ス
タ
ン
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
金
重
幸

三
さ
ん
（
46
）。
か
ら
く
り

の
海
外
展
開
も
進
め
、
タ

イ
の
従
業
員
を
招
い
た
研

修
な
ど
も
開
い
て
い
る
。

（
木
村
和
規
）

の
往
復
が
時
間
や
労
力
の

ロ
ス
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の

が
車
と
同
じ
速
度
で
動
き
、

棚
が
常
に
作
業
員
の
横
に

来
る
同
期
台
車
だ
。
車
体

の
タ
イ
ヤ
部
に
棒
を
引
っ

か
け
て
、
と
も
に
動
く
仕

組
み
。
端
ま
で
い
く
と
、

棒
が
外
れ
、
糸
で
結
ば
れ

る
廃
材
が
入
っ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
重
み
で
引
っ
張

ら
れ
て
、
最
初
の
位
置
に

戻
る
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
台
車

を
結
ぶ
の
は
マ
グ
ロ
釣
り

用
の
テ
グ
ス
。
釣
り
好
き

の
社
員
が
提
案
し
た
。
モ
ー

タ
ー
や
制
御
機
器
を
使
っ

た
設
備
な
ど
は
設
置
に

１
０
０
万
円
ほ
ど
か
か
る

が
、
同
期
台
車
は
約
18
万

円
で
す
む
と
い
う
。

　

か
ら
く
り
に
よ
る
職
場

改
善
の
ア
イ
デ
ア
を
競
う

民
間
団
体
主
催
の
全
国
大

会
で
昨
年
、
賞
を
と
っ
た

の
が
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
の

加
工
部
門
で
利
用
さ
れ
て

い
る
「
取
れ
油
気
！
分
分

丸
‼
」
だ
。
加
工
時
に
刃

と
部
品
の
摩
擦
を
減
ら
し

た
り
冷
や
し
た
り
す
る
「
切

削
液
」
を
き
れ
い
に
す
る

ラインを流れる車体に合わせて、部品が乗る台車（左手前）が左に動く。端まで行くとペットボトル（右）の重さで
元の場所に戻る＝写真はいずれも広島市 

磁石が入った円盤（左）で切粉
を取り除き、水槽（右）で油を除
去する「取れ油気！分分丸！！」

ひろしま経済ニュース

「反転くん」（中央）の上部に部
品の片側をひっかけるとブラ
ンコの要領で上下逆になる

「まがっターン」に箱を載せる
リフトカー 「同期台車」を備える第２組立課 「取れ油気！分分丸！！」の第３エンジン課 「反転くん」を使うプレス課 「まがっターン」と第１車体課

マツダ からくり工場
効率アップ 海外へ展開も
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COCO塾グッズ

5名様

Green Pounds HAKUSHIMA
　  ☎（082）227-8095

オルコットインターナショナルスクール
　  ☎（082）262-7093

絹の庵　河田屋
　  ☎（0824）62-0708

協同乳業株式会社
　  　（0120）369-817

動物愛護講演会事務局
☎（082）228-0131（平日 月～金9：00 ～17：00）

ホテルグランヴィア広島
　  ☎（082）262-1111（代）

アサヒビール株式会社
　  薔（0120）011-121

株式会社サンフィールド
　  ☎（082）222-1243

COCO 塾ジュニア西原教室
　  ☎（082）874-0721

川中醤油株式会社
　  薔（0120）848-838

素材を生かした味を楽しむ
厳選した商品を扱うビオマルシェ

カープ元監督・野村謙二郎著
「変わるしかなかった。」発売中

安佐南区に初オープン！
「COCO塾ジュニア」西原教室

英語が身に付くのはあたりまえ！
本物の英語保育スクール誕生！

絹の庵・河田屋で
大決算セール開催！

杉本彩さんがやってくる
「動物愛護講演会」開催！

ホテルグランヴィア広島に
カフェ＆ブッフェがオープン

さくらの香りを楽しむ
ドレッシング、限定発売

　絹の庵・河田屋（三次市）では来月2 日（木）から30 日
（木）まで「創業48 周年大決算セール」を開催する。創業
48 周年を記念して、訪問着や振り袖など、こだわりの和
の装いを取りそろえているほか、男性用の着物も豊富に展
示。国内和縫士が仕立てた美しい着物を楽しむことができ
る。今月22 日（日）からは中国横断自動車道・尾道松江線
開通でアクセス良好に。

　有限会社ライズは「COCO 塾ジュニア西原教室（あ
さひ塾西原教室内）」を開いている。幼稚園から中学生
の子どもを対象に、すべて英語でレッスンを行う。週２
回と週１回のコースがあり、海外大学への進学を目指せ
るレベルが目標。31日（火）まで期間限定で全４回の
お得なトライアルコースも用意している。

写真の商品

写真の商品

3名様

5名様
1名様

2015年3月31日（必着）

　Green Pounds HAKUSHIMA（広島市中区）では、
厳選したオーガニック素材のみを使ったパウンドケーキ
や、自家焙煎の無農薬コーヒー豆、オーガニックのビール
＆ワインを中心にオーガニックな商品を多数取りそろえ
ている。「身体を想い、情（こころ）を幸せにする」がコンセ
プト。店の前のブランコが目印、緑あふれるお店だ。

　オルコットインターナショナルスクール ( 広島市東区）
は来月1日（水）広島駅新幹線口側に少人数制の英語
保育スクールを開校する。オールイングリッシュの環境
の後、専任保育士による知育教育も行う。20 時まで延
長可能。２歳になる年から小学生までが対象。4 月末
まで無料体験参加者は、オープン時特別料金を実施中。

　サンフィールドは、KK ベ
ストセラーズと共同で広島東
洋カープ元監督・野村謙二
郎さん初の著作「変わるしか
なかった。」を発売している。
長年低迷していたカープが、
急激に成長を見せたこの２
年。16 年ぶりの A クラス入
り＆CS 初出場、昨シーズン
の優勝争いに至るまでを、５
年間務めた監督の目線から振
り返る。ファン必携の一冊だ。

株式会社 マアル
　  ☎（082）836-3667

天然素材を使用した
肌にやさしい下着を販売

写真の商品
（サイズM.L.LL

を明記）

　マアル shop（広島市中
区）では、フェアトレード
のオーガニックコットンを
使用した下着を販売してい
る。体を締め付けず、快適
さと心地よさを重視したオ
リジナル性が特徴だ。人気
の「新月ショーツ」は、ウ
エストに心地よくフィット
し、血流やリンパの循環が
滞らないようデザインされ
た一着。日常使いにはもち
ろん、産前産後にも最適だ。

　川中醤油（安佐南区）は、
毎年好評の春の定番商品

「さくらドレッシング」を発
売している。隠し味の醤油
と、塩漬けした庄原産八重
桜の花が使用され、淡い桜
色で見た目も華やか。桜が
香る、春めかしい一品だ。
野菜サラダにはもちろん、
肉、魚などとの相性もぴった
りで1本150ml、840円（税
込）。4 月下旬までの期間限
定生産販売となっている。

高級帯締め

5本セット
※発送のため

必ず電話番号を明記

3名様

5名様

　協同乳業株式会社は、広島東洋カープとコラボレーショ
ンした「ホームランバーシャキッとバニラ」を発売する。
バニラを練乳シェルで包み、濃厚な味わいとシャキッと食
感が一度に味わえる商品。パッケージはホームユニフォー
ムとビジターユニフォームを着たカープ坊やの２種類だ。
中国・四国エリア限定発売となっている。

　広島県は25日（水）、広島県民文化センターで「動物愛
護講演会」を開催。県は、犬や猫の殺処分数の削減に向け、
野良犬や野良猫の対策を進めるために、動物愛護をPR。
動物愛護活動に取り組んでいる杉本彩さんによる講演会
や、児童文学作家・今西乃子さんのワークショップがあり、
愛護のあり方を知ってもらう。問い合わせは下記まで。

サマースクールの
チケット

5名様 3名様
パウンズ＆
珈琲BOX

3名様
※成人に限る

先着10組
20名様

写真の商品
１ケース（24本）

講演会聴講券

カープとホームランバーがコラボ
「ホームランバー シャキッとバニラ」

　ホテルグランヴィア広島は来月６日（月）、同ホテルの２
階にカフェ＆ブッフェ「ディッシュ パレード」をオープン
する。店内は木立や草原など自然のモチーフを取り込ん
だデザインを採用。ブッフェ利用では、シェフが目の前で
作る料理やパティシエのスイーツが選べるほか、カフェ利
用ではホテルで焼きあげるパンやケーキが楽しめる。

健康志向のビールテイスト飲料
「アサヒドライゼロフリー」発売！

　アサヒビール株式会社は、
今月３日（火）より「アサヒ
ドライゼロフリー」を発売
している。“ アルコール”“ カ
ロリー ”“ 糖質 ”” プリン体 ”
の４つのゼロを実現した健
康志向のビールテイスト清
涼飲料。コクとキレのある
ドライな味わいはそのまま
に、スッキリとした飲みやす
さが楽しめる。オープン価
格で、全国で発売中。

ディナーブッフェ
招待券

※GW以降の
利用に限る

2組4名様

マアル

変わるしかなかった。

Facebook 絹の庵河田屋

メイトー

川中醤油

オルコットインターナショナル

COCO 塾ジュニア 西原

ホテルグランヴィア広島

グリーンパウンズ白島

アサヒビール
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小
学
校
１
年
の
子
供

が
、
同
級
生
と
喧
嘩
を

し
て
怪
我
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
誰

が
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

―
―

　

成
人
で
あ
れ
ば
、
当

然
、
怪
我
を
さ
せ
た
本

人
が
、
相
手
方
の
損
害

　

糖
尿
病
の
三
大
合
併

症
の
ひ
と
つ
「
糖
尿
病

網
膜
症
」。
糖
尿
病
を

持
っ
て
い
る
人
全
員
が

か
か
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
本
人
の

失
明
原
因
、
第
二
位
の

病
気
な
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

（
治
療
費
や
慰
謝
料
な

ど
）
を
賠
償
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
小
さ
な
子
供
（
お

お
む
ね
12
歳
程
度
以
下

と
さ
れ
て
い
ま
す
）は
、

自
己
の
行
動
の
責
任
を

理
解
で
き
る
能
力
が
な

い
た
め
、
法
的
な
責
任

を
負
う
こ
と
が
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
場
合
、
子

供
の
代
わ
り
に
責
任
を

負
う
の
は
、
子
供
の
監

督
義
務
者
（
通
常
は
親

権
者
で
あ
る
親
）
と
な

り
ま
す
。
親
が
、
子
供

に
対
す
る
監
督
義
務
を

果
た
し
て
い
な
か
っ
た

　

こ
の
病
気
は
、
高
血

糖
状
態
が
持
続
す
る
こ

と
で
「
網
膜
」
の
血
管

が
傷
み
、
そ
の
結
果
、

血
流
が
悪
く
な
っ
て
網

膜
が
酸
欠
状
態
に
な
る

こ
と
で
発
症
し
ま
す
。

網
膜
は
、
眼
球
の
内
壁

を
覆
う
薄
い
膜
で
、
カ

メ
ラ
で
い
う
フ
ィ
ル
ム

の
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

　

酸
欠
状
態
に
な
る

と
、
網
膜
は
酸
素
を
取

り
入
れ
よ
う
と
し
て
新

し
い
血
管
（
新
生
血

管
）
を
生
や
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
血
管
は

も
ろ
く
て
破
れ
や
す
い

と
い
う
こ
と
で
、
親
自

身
が
相
手
に
損
害
を
賠

償
す
る
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
監

督
義
務
を
果
た
し
て
い

た
場
合
に
は
責
任
を
負

わ
な
い
こ
と
に
は
な
る

の
で
す
が
、
裁
判
実
務

上
、
こ
う
し
た
主
張
は

な
か
な
か
認
め
ら
れ
な

い
よ
う
で
す
。

　

相
手
の
怪
我
の
状
態

に
よ
っ
て
は
、
予
期
し

な
い
多
額
の
責
任
を
負

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
子
供
の
事
故

に
対
応
す
る
た
め
の
保

険
も
よ
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

た
め
、
よ
く
出
血
を
起

こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
出
血
が
、
眼
を
循

環
し
て
い
る
水
の
経
路

を
ふ
さ
い
で
し
ま
い
眼

圧
が
上
昇
、
緑
内
障
を

発
症
す
る
こ
と
も
。
ま

た
、
出
血
し
た
と
こ
ろ

に
、
新
生
血
管
に
そ
っ

て
増
殖
膜
が
張
っ
て
く

る
と
、
そ
れ
が
網
膜
剥

離
を
起
こ
す
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

症
状
が
進
む
と
失
明

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
初
期
に
は
自
覚
症

状
が
な
い
の
で
、
糖
尿

病
の
人
は
、
定
期
的
に

検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
事
故

糖
尿
病
網
膜
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

ひ
ま
わ
り
法
律
事
務
所

弁
護
士 
青
谷

　智
晃

広
島
大
学
病
院

眼
科
医
師 

宮
城
　秀
考

　

中
国
四
国
防
衛
局

は
、
中
国
・
四
国
地
方

９
県
を
管
轄
す
る
防
衛

行
政
全
般
の
地
方
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
担
っ

　

３
月
１
日
か
ら
、
大

学
生
の
就
職
活
動
が
解

禁
に
な
り
ま
し
た
。就

活
生
の
皆
さ
ん
は
、も
う

履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
準
備
は
で
き

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

強
み
が
見
つ
か
ら
な

て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
自
衛
隊
や
米
軍
の

施
設
を
安
定
的
に
使
用

す
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
、
自
衛
隊
や
米
軍
が

使
用
す
る
施
設
の
取

得
・
建
設
・
管
理
、
安

全
保
障
や
防
衛
に
つ
い

て
地
域
住
民
の
方
々
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
な

ど
が
主
な
任
務
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
基
地
が

存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
騒
音
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
の
防
音

対
策
や
、
米
軍
再
編
に

必
要
な
施
設
の
建
設
工

事
、
地
域
住
民
の
方
々

を
対
象
に
し
た
「
防
衛

い
と
い
う
人
は
、
次
の

二
点
に
つ
い
て
見
つ
め

直
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
一
つ
は
、
自
分
の

良
い
と
こ
ろ
を
探
す
こ

と
で
す
。
誰
よ
り
も
出

来
る
こ
と
を
探
す
の
で

は
な
く
、
自
分
を
認
め

て
あ
げ
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
面
接
で

も
自
信
を
持
っ
て
答
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
二
つ
目
は
、
大
学

生
活
や
ア
ル
バ
イ
ト
に

お
い
て
、
苦
に
な
ら
な

い
こ
と
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
頑
張
ら
な
く

て
も
出
来
て
い
る
こ
と

セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
衛
隊
の
部
隊
の

改
編
や
新
し
い
装
備
の

導
入
な
ど
が
円
滑
に
進

む
よ
う
、
地
元
の
自
治

体
や
議
会
、
さ
ら
に
は

住
民
の
方
々
へ
の
説
明

や
調
整
を
行
う
こ
と

も
重
要
な
仕
事
で
す
。

　

自
衛
隊
や
米
軍
が
任

務
を
全
う
す
る
に
は
、

地
域
社
会
や
住
民
の

方
々
の
理
解
と
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
我
々

地
方
防
衛
局
は
、
地
域

と
自
衛
隊
・
米
軍
を

結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
、

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

が
、
長
所
に
繋
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

履
歴
書
や
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
は
、
企
業

の
担
当
者
が
読
む
も
の

で
す
。
あ
な
た
が
い
か

に
仕
事
に
役
立
つ
人
材

で
あ
る
か
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、「
や
さ
し
い
」「
笑

顔
」
と
い
う
だ
け
で
は

企
業
担
当
者
に
響
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
内
容
な
ら
受
か
る

の
か
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
自
分
ら
し
さ
と

仕
事
に
生
か
せ
る
点
を

伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

防
衛
行
政

地
域
と
結
ぶ

架
け
橋

仕
事
に

生
か
せ
る

強
み
の
見
つ
け
方

中
国
四
国
防
衛
局
長

芹
澤

　清

キ
ャ
リ
ア
ブ
ル
ー
ム
代
表

生
咲
　菜
摘
子

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
８
６
年
防
衛
庁
入
庁
。

防
衛
政
策
課
長
な
ど
を
経
て

昨
年
７
月
よ
り
現
職
。
東
京

都
出
身
。
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昨
年
か
ら
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
に
入
団
し
、
今
年
は

年
男
（
！
）
と
い
う
皆
川

選
手
。
真
っ
直
ぐ
な
眼
差

し
が
心
に
残
る
皆
川
選
手

　

昨
年
４
月
に
広
島
総
局

に
赴
任
し
、
秋
か
ら
原
爆
・

平
和
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
原
爆
投
下
か
ら
70

年
の
年
で
あ
り
、
手
厚
く

報
じ
て
い
き
ま
す
。
全
国

の
被
爆
者
の
方
た
ち
の
思

い
を
紹
介
す
る
企
画
の
準

備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

若
者
と
被
爆
者
を
つ
な
ぐ

こ
と
を
め
ざ
し
た
連
載
な

ど
、
様
々
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

５
年
前
の
被
爆
65
年
で

は
長
崎
総
局
で
原
爆
を
担

当
し
ま
し
た
。
二
つ
の
被

爆
地
で
節
目
の
年
に
取
材

す
る
こ
と
が
で
き
、
責
任

の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
同
時
に
、（
も

ち
ろ
ん
原
爆
投
下
な
ど
そ

も
そ
も
な
け
れ
ば
よ
か
っ

た
の
で
す
が
）、
記
者
と
し

て
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

長
崎
で
は
、
被
爆
者
の

聞
き
書
き
を
毎
日
掲
載
す

る
「
ナ
ガ
サ
キ
ノ
ー
ト
」

と
い
う
企
画
に
力
を
注
ぎ
、

多
く
の
被
爆
者
の
方
か
ら

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

広
島
で
も
毎
週
水
曜
日
の

「
平
和
面
」
の
聞
き
書
き
企

画
「
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
」

を
始
め
、
被
爆
し
た
み
な

さ
ん
の
お
話
を
少
し
で
も

多
く
ご
紹
介
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

戦
争
体
験
の
継
承
で
は
、

個
人
的
な
後
悔
が
あ
り
ま

す
。
私
が
た
い
へ
ん
可
愛

が
っ
て
も
ら
っ
た
祖
母
と

大
叔
父
は
東
京
大
空
襲
に

遭
い
、
両
親
ら
を
亡
く
し

ま
し
た
。
で
す
が
、
私
は

記
者
と
い
う
仕
事
に
就
い

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
体
験
を
聞
く
前
に
２

人
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

被
爆
者
の
平
均
年
齢
は

約
80
歳
。
今
年
に
入
っ
て

か
ら
も
、
相
次
い
で
被
爆

者
の
訃
報
（
ふ
ほ
う
）
が

紙
面
に
載
り
ま
し
た
。
取

材
を
し
た
方
が
亡
く
な
ら

れ
た
り
、
取
材
を
し
た
か
っ

た
方
が
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
経
験
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
残
さ
れ

た
時
間
は
、
本
当
に
少
な

い
で
す
。

　

広
島
で
は
実
に
多
く
の

方
々
が
積
極
的
に
平
和
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
被
爆
者
の
悲

願
で
あ
る
核
な
き
世
界
へ

一
歩
で
も
進
め
る
よ
う
、

そ
う
し
た
方
々
の
取
り
組

み
を
後
押
し
し
、
二
つ
の

被
爆
地
を
つ
な
ぐ
よ
う
な

記
事
を
書
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

に
、
今
回
は
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
つ
い
て
、
皆
川

選
手
は
「
試
合
に
出
場
で
き

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ

　

木
目
調
の
椅
子
が
置
か

れ
た
、
ど
こ
か
懐
か
し
い

雰
囲
気
の
「
珈
麦
館
」。
店

名
が
表
す
よ
う
に
、
珈
琲

と
ビ
ー
ル
に
こ
だ
わ
り
を

持
ち
ま
す
。

　

お
店
の
魅
力
は
、フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
対
応
し
て
く
れ

る
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
や
軽
食
、こ
だ
わ
り

の
珈
琲
、夜
に
は
ベ
ル
ギ
ー

な
ど
の
各
国
の
ア
ル
コ
ー

ル
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
は
基
本
的
に
３

種
類
あ
り
、
夜
の
21
時
ま

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ａ
ラ
ン
チ
（
８
０
０

円
）
は
日
替
わ
り
。
Ｂ
ラ

ン
チ
（
８
０
０
円
）
は
ハ

ン
バ
ー
グ
ラ
ン
チ
で
、
日

に
よ
っ
て
味
の
決
め
手
と

な
る
ソ
ー
ス
が
変
わ
り
ま

す
。
Ｃ
ラ
ン
チ
（
１
０
０
０

円
）
は
Ａ
、
Ｂ
ラ
ン
チ
の

お
か
ず
が
両
方
楽
し
め
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
。

ハ
ン
バ
ー
グ
が
特
に
人
気

メ
ニ
ュ
ー
で
、
外
は
カ
リ
ッ

と
焼
き
上
が
り
、
半
分
に

割
る
と
透
明
に
き
ら
め
く

た
く
さ
ん
の
肉
汁
が
食
欲

を
掻
き
立
て
ま
す
。

　

お
昼
は
ラ
ン
チ
や
喫
茶

と
し
て
、
夜
は
地
ビ
ー
ル

な
ど
の
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
夜
中
ま
で
。
仕
事
帰
り

や
ふ
と
お
腹
が
空
い
た
時

な
ど
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
お
店
で
す
。（
築
道
勇
輔
）

南
の
島
が
気
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、「
昨
年

よ
り
勝
ち
を
増
や
す
た
め
、

広
島
の
た
め
に
い
っ
ぱ
い

汗
を
流
す
の
で
、
会
場
に

応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

頑
張
れ
！　

皆
川
選
手
。

応
援
し
て
い
ま
す
。              

（
藤
井
聡
美
）

ど
、
そ
の
間
に
続
け
て
き

た
練
習
が
結
果
に
繋
が
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

練
習
が
功
を
奏
し
、
試
合

で
ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
た

こ
と
が
、
大
き
な
意
味
を

持
っ
た
よ
う
。今
年
か
ら
は
、

「
も
う
ル
ー
キ
ー
で
は
な
い

の
で
、
結
果
に
こ
だ
わ
り

た
い
。
自
分
で
ゴ
ー
ル
を

決
め
た
い
」
と
さ
ら
な
る

飛
躍
に
意
気
込
み
ま
す
。

　

私
生
活
で
は
旅
行
が
楽

し
み
だ
と
い
う
皆
川
選
手
。

年
始
め
は
グ
ア
ム
で
の
ん

び
り
過
ご
し
た
そ
う
で
、

そ
の
場
所
独
特
の
空
気
を

楽
し
む
の
が
ポ
イ
ン
ト
な

の
だ
と
か
。
次
に
行
き
た

い
の
は
ハ
ワ
イ
と
、
今
は

皆川 佑介（みながわゆうすけ）選手

1991年10月9日生まれ・23歳
186cm、フォワード（FW)
東京都出身

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

カ
フ
ェ
＆
ビ
ア
レ
ス
ト
　珈
麦
館

21
時
ま
で
ラ
ン
チ
が
楽
し
め
る

ボ
リ
ュ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
の
お
店

結
果
に
こ
だ
わ
っ
て
日
々
を
過
ご
し

広
島
の
た
め
に
汗
を
流
し
ま
す

お腹も心も大満足なラン
チメニュー

営業時間／11:00～23:00
☎（084）928-5714　
定休日：日曜日
住　所：福山市霞町 1-2-31

長
崎
、
そ
し
て
広
島
へ

朝日新聞広島総局
大隈　崇

サンフレッチェ広島

サンフレッチェ広島問い
合わせ先

こ
　む
ぎ 

か
ん

会場：エディオンスタジアム広島
3/22日 14:00 ～　浦和レッズ
4/04土 18:30 ～　ヴィッセル神戸
4/08水 19:00 ～　湘南ベルマーレ
4/24土 14:00 ～　清水エスパレス

近日のホームゲーム
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　――MRI（磁気共鳴断層撮
影）とCT（コンピューター断
層撮影）の検診車を備後地区
で初めてレンタルされたと聞
きました。
　弊社の子会社が実施する事
業で、CT と MRI の搭載車両
を保有し、医療機関向けにレ
ンタルしているのは国内では
唯一です。手軽に検診できる
ため、企業や、検査の順番待
ちの解消を目的にした医療機
関などに、ご利用していただ
くようご紹介しています。
　――プロ野球の球団で知名
度はあるのですが、どういう
会社なのでしょうか。
　リース会社で 50 年ほど前
にスタートしたのですが、リー
スで培った専門性を発展させ
て保険や銀行、不動産などの
隣接する分野へ進出し、融資
から投資、事業運営まで領域
が広がっています。具体的に
は、マンションの分譲や商業
施設の開発・賃貸、航空機・

　――最新刊の「竈（かまど）
さらえ」（本分社発行）では江
戸後期の漢学者、頼山陽の周
辺人物を題材に取り上げてい
ますね。
　1995 年から書いてきた短
編 9 作品を、20 年の集大成と
して一冊の本にしました。呉
服問屋の娘や弟子の女性など、
周辺の人物を通じて、頼山陽
の姿が少しずつ見えるように
仕立てています。広島ゆかり
の頼山陽をめぐる物語を広島
在住の私が書き、それを広島
の出版社が出しました。地元
の人たちにぜひ読んでほしい
と思います。
　――頼山陽をテーマに小説
を書くようになったのは。
　30 代後半に頼山陽史跡資料
館（広島市中区）で開かれた
古文書の教室に参加し、頼山
陽の母が書き残した日記に触
れたのがきっかけです。だか
ら、私の中では頼山陽は立派
な先生ではなく、自分の息子

船舶のリースや資産管理から、
旅館ホテルや水族館、ゴルフ
場、有料老人ホームの運営ま
でしています。
　――福山支店ではどんな仕
事をしているのですか。
　オリックスグループでは、
連結会社が約 730 社、関連会
社が約 100 社あるのですが、
支店はその窓口といったとこ
ろです。備後地区の特性から
ニーズを探って、「ほかにはな
いアンサー」をお届けしてい
ます。検診車のレンタルもそ
の一つです。電力小売りなど
のお客様のコスト削減提案に
も力を入れています。
　――休日の息抜きは。
　ゴルフです。福山は近くに
ゴルフ場があり便利です。
　――プロ野球はやはりオ
リックスですね。
　オリックスです。カープも黒田
投手が復帰し、日本シリーズで
戦えれば最高です。

（聞き手・東裕二）

のように見てしまいます。思
想家、歴史家とも言われます
が、私は文人が一番ふさわし
いと思っています。
　――次回作の構想や今後の
活動で考えていることは。
　これまでに頼山陽の人生に
ついては一通り書いてきまし
た。亡くなってからのほうが
日本に大きな影響を与えたと
思うので、今は明治期を舞台
にした作品を構想し、書いて
いるところです。また、頼山
陽ネットワークを発足させ、
関連情報をホームページで発
信しています。全国各地にゆ
かりの史跡がたくさん残って
いるので、それをまとめて本
にしたいと考えています。　
――息抜きの方法は。
　音楽にはまっています。よ
く聴くのは福山雅治、浜田省
吾、エレファントカシマシ。
最近も 2 人の娘と、SMAP の
コンサートに行きました。

（聞き手・日比真）

融資、投資、リース…
グループ 830 社の窓口
ほかにはないアンサーを

頼山陽めぐる物語
短編の集大成を出版
次回作も鋭意執筆中

オリックス福山支店長 小説家

平
ひ ら

山
や ま

　正
ま さ

輝
き

さん（39歳） 見
み

延
の べ

　典
の り

子
こ

さん（59歳）
〈プロフィール〉千葉県柏市出身。1998
年 3 月、武蔵大学経済学部経済学科卒
業、同年 4 月にオリックスに入社。仙台、
さいたま支店勤務後、大阪本社と東京本
社で商業施設営業部に。2014 年 3 月か
ら現職。

〈プロフィール〉札幌市生まれ。早稲田大
学の卒業論文として書いた小説「もう頰（ほ
お）づえはつかない」がベストセラーに。
2008 年に時代小説「頼山陽」で第 27 回
新田次郎文学賞を受賞。現在は広島市佐
伯区在住。

発行日：毎月第3木曜日Vol.17


